
　
　
　
　
　
　
　

　
レ
イ
テ
島
と
サ
マ
ー
ル
島
を
含
む
４

島
を
襲
っ
た
台
風
ヨ
ラ
ン
ダ
の
最
大
瞬

間
風
速
は
90
ｍ（
日
本
気
象
庁
調
べ
）。

そ
の
勢
力
は
「
過
去
に
類
を
み
な
い
」

と
形
容
さ
れ
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者

は
７
９
８
６
人
、
損
壊
家
屋
は
約
１
１

４
万
棟
に
上
り
、
日
本
は
す
ぐ
に
大
規

模
な
緊
急
援
助
を
実
施
。
翌
年
２
月
に

は
、
タ
ク
ロ
バ
ン
市
を
含
む
被
害
の
大

き
か
っ
た
沿
岸
地
域
18
の
自
治
体
を
対

象
に
、
復
興
計
画
の
策
定
や
公
共
施
設

改
修
・
生
計
回
復
支
援
な
ど
を
通
じ
た

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

J
I
C
A
の
復
旧
・
復
興
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
た
。

　
高
潮
被
害
の
大
き
か
っ
た
タ
ク
ロ
バ

ン
市
と
タ
ナ
ワ
ン
町
、
パ
ロ
町
で
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
し
た
高
潮
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
踏
ま
え
、
海
岸
線
か
ら

40
ｍ
以
内
の
地
域
の
住
民
移
転
を
含
む

土
地
利
用
計
画
や
避
難
所
・
避
難
経
路

を
示
し
た
避
難
計
画
も
作
成
さ
れ
た
。

　
計
画
づ
く
り
に
は
、
宮
城
県
東
松
島

市
の
知
見
が
生
か
さ
れ
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
側
の
自
治
体
の
防
災
担
当
官
や
計
画

担
当
官
な
ど
復
興
関
係
者
が
過
去
4
回

ほ
ど
同
市
を
訪
れ
、
集
団
移
転
や
復
興

計
画
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
、
防
災
対
策

を
学
ん
だ
の
だ
。

　
中
で
も
、
タ
ク
ロ
バ
ン
市
の
防
災
担

当
官
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
ベ
ル
ナ
ダ
ス
さ
ん

は
、
東
松
島
市
で
学
ん
だ
避
難
計
画
づ

く
り
、
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
や
備
蓄
倉

庫
、
救
命
ボ
ー
ト
な
ど
の
防
災
対
策
を

次
々
に
導
入
し
て
い
っ
た
。
タ
ク
ロ
バ

ン
市
は
貿
易
船
や
大
型
船
も
出
入
り
す

る
港
湾
都
市
だ
が
、
台
風
ヨ
ラ
ン
ダ
被

自
力
で
生
き
延
び
る
備
え
を

東
松
島
の
知
見
を
活
用

災
後
の
3
日
間
、
外
部
か
ら
の
支
援
が

全
く
届
か
な
か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
。
こ
の
経
験
か
ら
、
ベ
ル
ナ
ダ
ス
さ

ん
は
ロ
マ
・
オ
ル
デ
ス
市
長
（
当
時
）

と
共
に
、「
自
力
で
3
日
間
を
生
き
延
び

る
た
め
の
備
え
」
を
重
視
し
て
い
る
の

だ
。
国
や
軍
の
支
援
に
依
存
し
な
い
よ

う
、
災
害
時
に
お
け
る
市
長
や
市
役
所

各
課
の
役
割
を
時
系
列
ご
と
に
整
理
し

た
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
も
、
日
本
に
倣
い
導
入
し
た
。

　
復
旧
・
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
住
民
の
生
計
手
段
の
回
復
な
ど
を

通
じ
て
復
興
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
ク

イ
ッ
ク
・
イ
ン
パ
ク
ト
事
業
も
実
施
さ

れ
た
。
そ
の
一
つ
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

大
衆
魚
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
牡
蠣
の

養
殖
業
の
再
興
事
業
が
あ
る
が
、
こ
こ

に
も
次
な
る
災
害
へ
の
備
え
が
あ
る
。

　
ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
養
殖
で
新
た

に
導
入
さ
れ
た
の
が
、「
浮
沈
式
生
簀
」

だ
。
こ
れ
は
、
広
島
県
福
山
市
の
漁
網

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
日
東
製
網
株
式
会
社

が
開
発
し
た
、
自
在
に
海
に
沈
め
る
こ

と
が
で
き
る
生
簀
だ
。
台
風
が
多
い
日

本
で
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
養
殖
用
に
開
発
さ

れ
た
も
の
で
、
台
風
が
来
た
際
に
海
の

中
に
沈
め
て
、
波
の
影
響
を
受
け
に
く

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
前
か
ら
フ

ィ
リ
ピ
ン
・
パ
ラ
ワ
ン
島
に
設
置
さ
れ

て
い
た
も
の
は
、
台
風
ヨ
ラ
ン
ダ
の
猛

威
の
中
で
も
無
事
だ
っ
た
。
福
山
市
が

特集 防災
命と暮らしの基盤をつくる

タ
ク
ロ
バ
ン
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
と

い
う
縁
も
あ
り
、
同
社
は
こ
の
養
殖
業

再
興
事
業
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
社
函
館
工
場
技
術
部
総
合
網
研
究
課

の
細
川
貴
志
さ
ん
は
、「
資
材
を
日
本
か

ら
取
り
寄
せ
る
と
割
高
に
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
浮
沈
式
生
簀
の
普
及
で
は
ま

ず
現
地
で
手
に
入
る
資
材
で
生
産
で
き

る
よ
う
、
現
地
調
査
と
製
品
開
発
か
ら

始
め
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
開
発
に

お
い
て
は
、
資
材
だ
け
で
な
く
、
生
簀

を
沈
め
る
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
も
専
用
の

日
本
製
で
は
な
く
、
現
地
の
漁
民
が
使

い
慣
れ
て
い
る
漁
船
エ
ン
ジ
ン
で
動
く

も
の
に
す
る
な
ど
の
工
夫
も
こ
ら
し
た
。

新
た
に
改
良
さ
れ
た
こ
の
浮
沈
式
生
簀

は
14
年
10
月
、
合
計
40
基
が
4
つ
の
被

災
し
た
集
落
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
2

カ
月
後
、
台
風
ヨ
ラ
ン
ダ
に
匹
敵
す
る

勢
力
の
台
風
ル
ビ
ー
（
国
際
名
：
ハ
グ

ピ
ー
ト
）
が
接
近
し
高
波
が
発
生
し
た

が
、
従
来
の
竹
や
金
属
製
生
簀
が
ほ
ぼ

壊
れ
て
い
く
中
で
も
浮
沈
式
生
簀
は
す

べ
て
無
事
だ
っ
た
。

　
同
社
は
こ
の
協
力
を
き
っ
か
け
に
、

15
年
か
ら
J
I
C
A
の
中
小
企
業
海
外

展
開
支
援
事
業
を
活
用
し
て
、
同
国
で

浮
沈
式
生
簀
の
さ
ら
な
る
普
及
に
挑
ん

で
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
生
簀
の
沈
め

方
や
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
と
い

っ
た
維
持
管
理
の
ほ
か
、
収
益
金
の
う

ち
ど
れ
く
ら
い
を
次
の
稚
魚
や
餌
の
購

入
資
金
に
充
て
る
か
な
ど
、
養
殖
業
の

運
営
に
つ
い
て
も
指
導
し
て
い
る
。
近

頃
は
養
殖
で
生
計
を
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
人
も
出
始
め
た
。
細
川
さ
ん

も
、「
ギ
ワ
ン
と
い
う
町
で
は
、
女
性
た

ち
が
生
簀
で
育
っ
た
魚
の
加
工
や
稚
魚

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
生
簀

を
起
点
に
町
全
体
で
水
産
業
が
活
性
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
、
誇
ら
し
げ
だ
。

　
他
方
、
牡
蠣
の
養
殖
は
同
じ
く
牡
蠣

養
殖
が
盛
ん
な
宮
城
県
東
松
島
市
が
支

援
し
て
い
る
。
日
本
で
の
研
修
で
養
殖

場
や
加
工
場
が
彼
ら
を
受
け
入
れ
、
地

元
の
漁
師
た
ち
が
実
際
に
養
殖
の
仕
方

を
教
え
た
り
も
し
た
。
漁
師
た
ち
は
、

養
殖
に
適
し
た
場
所
の
選
び
方
か
ら
、

質
の
よ
い
稚
貝
の
種
類
、
ロ
ー
プ
に
よ

り
多
く
の
稚
貝
を
つ
け
る
方
法
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
現
地
の
養

殖
従
事
者
た
ち
に
伝
え
た
。
そ
の
お
か

げ
で
、
現
地
で
は
以
前
よ
り
も
大
き
な

サ
イ
ズ
の
牡
蠣
が
収
穫
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
牡
蠣
は
地
元
の
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
に
出
荷
さ
れ
、
生
食
は
も
ち

ろ
ん
、
チ
ー
ズ
牡
蠣
や
ス
モ
ー
ク
牡
蠣

も
人
気
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
J
I
C
A
国
際
協
力
専
門
員
の
平

林
淳
利
さ
ん
は
、「
生
産
か
ら
加
工
、
販

売
と
い
っ
た
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
地

元
で
構
築
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
、
住
民
が

互
い
に
支
え
合
う
体
制
が
作
ら
れ
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
災
害
が
起
き
て
も
早
い

段
階
で
復
旧
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
は
欠

か
せ
な
い
要
素
で
す
」
と
語
る
。

　
復
旧
・
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

今
年
２
月
で
終
了
し
た
が
、
東
松
島
市

は
、
石
巻
市
の
N
P
O
と
連
携
し
て
草

の
根
技
術
協
力
と
し
て
牡
蠣
養
殖
の
支

援
を
継
続
し
て
い
る
。
タ
ク
ロ
バ
ン
市

周
辺
で
は
い
ま
や
復
興
景
気
が
訪
れ
、

国
内
か
ら
投
資
が
集
ま
り
ホ
テ
ル
建
設

が
進
ん
で
い
る
が
、
人
々
の
心
の
傷
が

癒
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
生
計
回
復
へ

の
取
り
組
み
も
ま
だ
道
半
ば
だ
。
今
後

も
、
日
本
企
業
や
東
松
島
市
と
共
に
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
復
興
へ
の
歩
み
は
続
く
。

台
風
に
負
け
な
い
養
殖
業
を
育
て
る

2
0
1
3
年
11
月
８
日
、
超
大
型
台
風
ヨ
ラ
ン
ダ（
国
際
名
：
ハ
イ
エ
ン
）
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
を
襲
っ
た
。

市
街
に
は
５
〜
６
ｍ
の
高
潮
が
押
し
寄
せ
、
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

現
在
、
被
災
地
で
は
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
や
地
場
産
業
で
あ
る
養
殖
業
の
再
興
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
と
広
島
県
の
漁
網
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
尽
力
し
て
い
る
。

東松島市を参考に、避難経路を実際
に歩いて障害物などがないか確認する
フィリピン被災地の住民たち 浮沈式生簀。ロープなどでつなぎとめて、

生簀自体を浮かせたり沈めたりする

Philippines
from フィリピン

台風ルビー襲来時の避難所。ヨランダ後に作られた
避難計画の下、より適切な避難所運営がなされた

台風ルビーの対策会議。右奥の赤いシャツの男性が
オルデス市長（当時）。その左で腕を組む男性がベル
ナダスさん

台風ヨランダ襲来後の被災地

タクロバン

プロジェクト対象地域プロジェクト対象地域

沈
む
生
簀
で
防
災
対
策

共
助
体
制
づ
く
り
も
カ
ギ
に

い
け    

す

か   

き
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